
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

エミール・スティルソン

スプリガン

戦士

17

1500

暗視/巨人化

男 忘れた

奇妙な予言をされたことがある
空腹のあまりに失神したことがある
規律に厳しい環境で育った

10

12

6

2 48 60 + 2 10

10 14 34 5

5 67 84 14

2 14 2

5 11 22 3

6 12 2

ファイター

ソーサラー

スカウト

セージ

17

12

12

9

タフネス

ルーンマスター

バトルマスター

トレジャーハント

ファストアクション

影走り

トレジャーマスター

鋭い目

弱点看破

マナセーブ

武器習熟A/アックス

全力攻撃

マルチアクション

MP軽減/ソーサラー

頑強

武器習熟S/アックス

命中強化

魔法収束

痛撃

切り払い

2122

IB34

3143

2120

2123

2120

3143

2120

2121

2123

1-281

1-286

1-292

1-283

1-279

1-281

2-230

1-291

FC26

FC26

巨人語

交易共通語

ドラゴン語

ドレイク語

汎用蛮族語

魔法文明語

妖魔語

バジリスク語

リカント語

○

○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

0 0

17 27 22 31

0

0

0

荊のローブ 2

22

2

3ファイター

スヴァルトゥル・ディム(振)

スヴァルトゥル・ディム(突)
クーゼ(振)参照。イグニタイト加工+1

クーゼ(突)参照。イグニタイト加工+1

振2Hｖ振2Hｖ

突2H

26

26

29

29

11 34 56

10 34 51

-91300

3 34 102 22 3 95

12 17 19 19 48

真語魔法 12 16

雪結晶の髪飾り

味覚のピアス

宗匠の腕輪

ブラックベルト

マナリング

投げると水・氷属性の魔法ダメージ　威力20+5

薬品額判定+2　舌ピアス

器用+2

防護点+1

魔力+1　魔法の発動体

広大な海と空に自由を求める者が集う『グラズヘルム』から乗船している空挺団の船長に引き摺られてきた調理兵兼戦闘員。
義理の兄を見送ったはずなのに気が付いたら倭(やまと)でギルド登録をしていた時はもうどうにでもなれ、という顔をしていたらしい。倭(や
まと)では見知らぬ食材や調理法があるので冬越えの暇つぶしには丁度いいと捻くれたことを言いつつ、なんだかんだと義兄と一緒にいられる
のは満更でもない様子。
醜い姿で産まれたことで両親に辛く当たられ、異常なほどに規律に厳しい環境下で育てられた。両親曰く、化け物が街に出るのならば態度だ
けでも人族で在れ、という歪んだ愛情だったが当人には届かず、虐待にも近い躾で腹も満たされることがなく森で倒れていたところを義兄に
拾われた。空腹は怖い、という記憶から料理や食に興味を抱くのは必然だったので今ではキッチンを根城としている。

空挺団での生活は悪いものではなく、楽しんでいる。だが時折、『遠からぬ未来に独り旅立つだろう』という謎の予言を思い出してはいつか
来る別れを考えてしまうのが最近の悩み。
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